
の
ス
ポ
ー
ツ
用
品
ま
で
、
幅
広
い
分
野
の
27

館
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
26
年
12
月

現
在
）。

ま
た
、
も
の
づ
く
り
体
験
が
で
き
る
博
物

館
も
多
数
あ
り
、
そ
の
技
術
を
自
ら
体
感
す

る
こ
と
で
、
も
の
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
や

奥
深
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
区
で
は
「
産
業
」
と
「
観
光
」
の

融
合
を
推
進
し
て
お
り
、
小
さ
な
博
物
館
は

そ
の
拠
点
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
に

足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

＊「
３
Ｍ
」
と
は
、
区
の
産
業
や
文
化
に
関
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
事

業
所
や
民
家
等
で
公
開
す
る
「
小
さ
な
博
物
館
（M

useum

）」、

工
房
と
店
舗
の
機
能
を
備
え
た
、
製
造
と
販
売
が
一
体
化
し
た
「
工

房
シ
ョ
ッ
プ
（M

anufacturing
shop

）」、付
加
価
値
の
高
い
製

品
を
創
る
技
術
者
で
あ
る
「
す
み
だ
マ
イ
ス
タ
ー
（M

eister

）」

の
こ
と
で
、
区
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
や

大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
、〝
す
み
だ
ら
し
さ
〞
を
生
か
し
た
取
組
。

墨
田
区
で
は
、
昭
和
60
年
か
ら
区
の
象
徴

で
あ
る
産
業
の
Ｐ
Ｒ
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
の
た
め
の
取
組
と
し
て
「
す
み
だ
３
Ｍ

（
ス
リ
ー
エ
ム
）運
動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
の
一
つ
で
あ
る
「
小
さ
な
博
物

館
」
は
、
墨
田
区
の
産
業
や
文
化
に
関
す
る

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
工
場
、
作
業
場
、
民
家
な

ど
の
一
部
を
利
用
し
て
展
示
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
名
称
の
と
お
り
〝
小
さ
な
〞
博
物
館
で

す
が
、
訪
れ
る
人
は
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品

や
道
具
、
制
作
工
程
な
ど
を
見
る
だ
け
で
な

く
、
館
長
さ
ん
か
ら
直
接
詳
し
い
説
明
を
聞

く
こ
と
を
で
き
る
の
が
、
そ
の
醍
醐
味
で
す
。

屏
風
、
木
目
込
人
形
、
羽
子
板
、
藍
染
な
ど

の
伝
統
工
芸
か
ら
、
硝
子
や
革
製
品
な
ど
の

地
場
産
業
、
水
着
や
軟
式
野
球
ボ
ー
ル
な
ど

平成28年度開館の「すみだ北斎美術館」外観イメージ。地下１階・
地上４階の建物の外観は、見る場所や角度によってさまざまな表情を
見せる、いくつかの小さな建物が合体したような特徴的な形態で、周
辺地域の雰囲気とも調和しつつ、まちの新たなシンボルになる

〝
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
〞
と
し
て
発
展
し
て
き
た
墨
田
区
に
は
、
作
り
手
の
息
づ
か
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
、

工
場
や
工
房
の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
小
さ
な
博
物
館
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
も
多
く
訪
れ
る
「
江
戸
東
京
博
物
館
」
や
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
郵
政
博
物
館
」
な
ど
も

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
区
が
現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
」
を
は
じ
め
、

今
後
も
多
く
の
博
物
館
や
美
術
館
が
開
設
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
ま
ち
歩
き
を
し
な
が
ら
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歩
い
て
楽
し
い〝
ま
ち
歩
き
〞で
新
発
見

　
　
〜
博
物
館
や
美
術
館
が
集
ま
る
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
〜
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〝
も
の
づ
く
り
〞の
魅
力
を
体
感

北斎肖像　渓斎英泉画
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り
に
面
し
た
緑
町
公
園
内
に
、「
す
み
だ
北

斎
美
術
館
」
を
平
成
28
年
度
に
開
館
し
ま
す
。

こ
の
美
術
館
で
は
、
北
斎
及
び
門
人
の
作

品
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
北
斎
と
〝
す
み
だ
〞

と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

伝
え
て
い
く
た
め
、
展
覧
会
を
は
じ
め
、
講

座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
さ
ま
ざ
ま
な
普
及

事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

国
内
だ
け
で
な
く
海
外
へ
も
北
斎
の
情
報

を
発
信
す
る
、国
際
観
光
都
市〝
す
み
だ
〞の

拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
術
館
の
着
工
に
あ
た
り
区
で
は
、「
墨

田
区
北
斎
基
金
」
を
設
置
し
、
寄
付
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
絵
画
一
口
オ
ー

ナ
ー
や
、
一
日
北
斎
（
館
長
）
な
ど
楽
し
い

寄
付
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
自
分
た
ち

の
美
術
館
と
し
て
愛
着
が
持
て
る
取
組
で
す
。

集
ま
っ
た
寄
付
は
、
美
術
館
の
建
設
や
資
料

収
集
、
開
館
後
の
展
覧
会
の
充
実
の
た
め
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
墨
田
区
北
斎
基
金
」
へ
の
寄
付

の
納
付
方
法
と
し
て
、
新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
も
昨
年
末
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

北
斎
と〝
つ
な
が
る
〞さ
ま
ざ
ま
な
取
組

す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
開
設
を
前
に
、
各

地
で
北
斎
と
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や

取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
企
業
で
は
、
区
が
所
蔵
す
る
北
斎
の

作
品
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
製
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
北
斎
の
作
品

を
プ
リ
ン
ト
し
た

屏
風
、
グ
ラ
ス
や

カ
ー
ド
ケ
ー
ス
、

パ
ス
ケ
ー
ス
、
ブ

ッ
ク
カ
バ
ー
な
ど

の
製
品
は
、「
北

斎
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
」
と
し
て
販

売
さ
れ
、
も
の
づ

く
り
の
ま
ち
〝
す

み
だ
〞
発
の
商
品

と
し
て
人
気
で
す
。

ま
た
、
す
み
だ

水
族
館
で
は
、
白

地
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に

北
斎
が
描
い
た
金

魚
な
ど
の
水
生
生

物
の
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
、
世
界
に

ひ
と
つ
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
る
と
い
う
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

切
り
口
で
北
斎
と
コ
ラ
ボ
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

区
で
は
、
北
斎
を
気
軽
に
楽
し
く
生
か
し

て
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
募
集
し
、「
北
斎
×
○
○
」
の
コ
ラ
ボ

で
地
域
全
体
を
活
性
化
し
て
い
こ
う
と
し
て

「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
」の
開
設

ゴ
ッ
ホ
や
ド
ガ
な
ど
海
外
の
芸
術
家
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た
江
戸
の
絵
師
・
葛
飾

北
斎
は
、
90
年
の
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
区
内

で
過
ご
し
ま
し
た
。
作
品
の
中
に
は
、
両
国

橋
や
三
囲
神
社
、
牛
嶋
神
社
な
ど
、
当
時
の

〝
す
み
だ
〞
を
描
い
た
も
の
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
北
斎
の
生
誕
地
付
近
は
現
在
「
北
斎

通
り
」
と
い
う
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
お
り
、

毎
年
10
月
に
は
「
北
斎
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
北
斎
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
は
、〝
す
み
だ
〞
ゆ
か
り
の
葛
飾
北
斎
を

区
民
の
誇
り
と
し
て
永
く
顕
彰
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
産
業
や
観
光
を
盛
り
上
げ
る
た

め
の
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
北
斎
通

墨田区墨田区墨田区墨田区墨田区
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昨年11月15日16日には、すみだ産業会館で「すみ
だ３М運動30周年祭」が開催された。区内の約60
の事業者が参加し、多くの来場者でにぎわった

区
が
誇
る
絵
師・葛
飾
北
斎
の
美
術
館
を
開
設

　“すみだ”から発信していく新たな取組に、多くの人々が　“すみだ”から発信していく新たな取組に、多くの人々が　“すみだ”から発信していく新たな取組に、多くの人々が
このプロジェクトに参画できるよう、「墨田区北斎基金」をこのプロジェクトに参画できるよう、「墨田区北斎基金」を
設置し寄付キャンペーンを実施しています。一定額以上の寄設置し寄付キャンペーンを実施しています。一定額以上の寄
付をした人は、創設への功労者として、美術館がある限り名付をした人は、創設への功労者として、美術館がある限り名
前を掲示します。
　個人寄付のメニューは、北斎の代表的作品「冨嶽三十六景」　個人寄付のメニューは、北斎の代表的作品「冨嶽三十六景」
等の一口オーナーになれる絵画一口オーナー（作品展示の際
に名前が掲載され、特別な公開時に招待される）、５年間有効に名前が掲載され、特別な公開時に招待される）、５年間有効
の入館無料パスが進呈され、さらに一日だけ館長になることの入館無料パスが進呈され、さらに一日だけ館長になること
ができる一日北斎、北斎サポーターデーに招待され、１年間、北斎サポーターデーに招待され、１年間
有効の無料パスが進呈される北斎サポーター北斎サポーター、１口1000円
で気軽に協力できる北斎寄付などさまざまな種類があります。などさまざまな種類があります。
　絵画一口オーナーと一日北斎は館内の寄付者銘板に名前が　絵画一口オーナーと一日北斎は館内の寄付者銘板に名前が　絵画一口オーナーと一日北斎は館内の寄付者銘板に名前が
掲載されるので、家族へのプレゼントや特別な日の記念とし掲載されるので、家族へのプレゼントや特別な日の記念とし
ても最適です。

189,300,160円 平成26年11月30日現在

“世界の北斎”の美術館に“世界の北斎”の美術館に
名前を残すチャンス名前を残すチャンス

墨田区観光協会が作成した「2015
冨嶽三十六景 北斎浮世絵カレン
ダー」。2015年から2017年の３
年間のシリーズで全36枚が揃い、
売上の一部は「墨田区北斎基金」
への寄付になる

現在の支援金額
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い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
昨
年
９
月
４
日

に
「
北
斎
×
○
○
」
ア
イ
デ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
、
そ
し
て
同
年
11
月
18
日
に
は
ア
イ
デ

ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
２
弾
「
女
子
会
ト
ー

ク
」
を
開
催
し
、
北
斎
を
活
用
し
て
地
域
を

元
気
に
す
る
方
法
、
す
み
だ
北
斎
美
術
館
に

期
待
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
自
由
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
二
度
に
わ
た
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、「
北
斎
×
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」

「
北
斎
×
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
」

な
ど
北
斎
を
よ
り
楽
し
む
た
め
の
ア
イ
デ
ィ

ア
が
合
計
５
５
０
件
以
上
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
北
斎
と
関
連
づ
け
た
独
創
的

な
取
組
が
好
評
を
博
し
て
お
り
、
中
で
も
昨

年
２
月
・
３
月
に
実
施
さ
れ
た
「
北
斎
ヨ

ガ
」
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。
北
斎
の
代
表
的
絵
手
本
「
北
斎

漫
画
」
に
描
か
れ
た
人
物
を
も
と
に
ポ
ー
ズ

を
と
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ヨ
ガ
で
、
参
加

者
は
身
体
の
健
康
維
持
と
同
時
に
楽
し
く
北

斎
の
作
品
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
す
み
だ
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
開
催
さ
れ
た

「
邦
楽
演
奏
会

北
斎
の
音
楽
（
お
と
）
を

聴
く
」
や
「
―
江
戸
す
み
だ
発
北
斎
感
覚

―
暗
闇
の
音
の
キ
オ
ク
×
富
山
清
琴
﹇
人
間

国
宝

地
歌
・
三
絃
﹈」（
平
成
26
年
度
）と
題

し
た
コ
ン
サ
ー
ト
も
好
評
で
し
た
。
北
斎
の

作
品
の
中
に
は
、
楽
器
や
演
奏
風
景
を
描
い

た
も
の
、生
活
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な「
音
」
を

表
現
し
た
も
の
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
北

斎
が
活
躍
し
た
時
代
の
音
楽
な
ど
を
紹
介
す

る
こ
れ
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
当
時
の
獅

子
舞
を
上
演
す
る
な
ど
江
戸
の
音
風
景
を
再

現
し
た
り
、
北
斎
の
生
い
立
ち
や
作
品
に
関

し
て
学
芸
員
に
よ
る
解
説
が
あ
っ
た
り
と
、通

常
と
は
一
味
違
っ
た
趣
向
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
北
斎
と
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
や
取
組
は
、
地
域
で
の
新
し
い
交
流
を

生
み
出
し
、
ま
ち
の
活
性
化
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

地
元
の
商
店
街
や
銭
湯
な
ど
で
も
美
術
館

開
館
に
向
け
て
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
商
店

街
で
は
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
図
柄
を
北
斎
作

品
に
し
た
り
、
北
斎
作
品
の
フ
ラ
ッ
グ
を
掲

げ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
内
に
あ
る
銭
湯
で
は
、
北
斎
作

品
の
湯
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
無
料

入
浴
券
が
も
ら
え
る
と
い
う
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

区
内
に
は
他
に
も
た
く
さ
ん
の
博
物
館
等

が
あ
り
、
加
え
て
、
近
年
続
々
と
人
気
の
あ

る
博
物
館
が
、
区
に
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
人
気
を
博
し
て
い
る
の
が
、
外

国
人
も
多
く
訪
れ
、
歴
史
を
体
感
で
き
る
と

評
判
の
「
江
戸
東
京
博
物
館
」
で
、
同
じ
く

両
国
エ
リ
ア
に
あ
る
「
相
撲
博
物
館
」
も
墨

田
区
な
ら
で
は
の
文
化
が
味
わ
え
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、
電
車
の
運
転
を
体
験
で
き

る
と
「
東
武
博
物
館
」
も
人
気
で
す
。

昨
年
３
月
に
は
、
大
手
町
に
あ
っ
た
旧
逓

信
総
合
博
物
館
が
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ

ン
内
に
移
転
し
、「
郵
政
博
物
館
」
と
し
て

開
館
し
、
配
達
ゲ
ー
ム
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

今
後
、
平
成
27
年
春
に
は
日
本
た
ば
こ
産

業
（
Ｊ
Ｔ
）
の
工
場
内
に
「
た
ば
こ
と
塩
の

博
物
館
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
さ

ら
に
、
代
々
木
に
あ
る
「
刀
剣
博
物
館
」
も

両
国
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。

墨
田
区
は
、
下
町
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
並
み

や
古
く
か
ら
の
も
の
づ
く
り
の
伝
統
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
平
成
24
年

に
開
業
し
多
く
の
観
光
客
を
集
め
る
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
を
中
心
に
、
伝
統
と
モ
ダ
ン
が

融
合
す
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。
博
物

館
や
美
術
館
を
め
ぐ
り
、
ま
ち
歩
き
す
る
こ

と
で
、
そ
う
し
た
区
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

続
々
と
オ
ー
プ
ン
す
る
新
観
光
ス
ポ
ッ
ト

墨田区墨田区墨田区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

北斎の作品をデザインに取り北斎の作品をデザインに取り
入れた「北斎オリジナルグッ入れた「北斎オリジナルグッ
ズ」。写真は、布ショルダーズ」。写真は、布ショルダー
バッグ（白石布帛製品）、革バッグ（白石布帛製品）、革
おりがみ北斎名刺入れ・小銭おりがみ北斎名刺入れ・小銭
入れ（丸ヨ片野製鞄所）、自入れ（丸ヨ片野製鞄所）、自入れ（丸ヨ片野製鞄所）、自

「北斎ヨガ」では、スクリーンに投影された北
斎の絵を手本にポーズをとった。「面白かった」
「新鮮だった」「ゆったりと身体を動かすととも
に、北斎の絵の意味も知ることができて楽しか
った」といった感想が参加者から上がった

200名以上の参加者が集まった「北斎×
○○」アイディアフォーラムでは、「す○○」アイディアフォーラムでは、「す
みだ北斎美術館を版画・浮世絵体験がでみだ北斎美術館を版画・浮世絵体験がで
きる場にしたい」「北斎画以上の“変顔”きる場にしたい」「北斎画以上の“変顔”
を披露してくれたら入場料を半額にすを披露してくれたら入場料を半額にす
る」「『もし北斎が自分の国を浮世絵で描る」「『もし北斎が自分の国を浮世絵で描
いたら？』をテーマにした世界規模の公いたら？』をテーマにした世界規模の公
募展の実施」「『冨嶽三十六景』のように、募展の実施」「『冨嶽三十六景』のように、
『武蔵（634）三十六景』で富士山の代『武蔵（634）三十六景』で富士山の代
わりに関東一円から見える東京スカイツわりに関東一円から見える東京スカイツ
リーをモチーフに三十六景を公募」などリーをモチーフに三十六景を公募」など
ユニークなアイディアが続出した
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